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ゴ
ミ
は
な
い
と
思
い
き
や
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
、
一
升
瓶
、
鉄
く
ず
、

発
砲
ス
チ
ー
ル
片
な
ど
、
四
袋
を

収
集
し
た
。 

人
類
が
生
存
の
た
め
に
必
要

な
、
「
空
気
（
酸
素
）
」
、
「
飲
料

水
」
、「
安
全
な
食
糧
」
な
ど
を
安

定
的
に
供
給
す
る
た
め
に
も
、
環

境
保
護
を
意
識
し
た
い
。 

    

し
す
ぎ
て
い
る
の
は
地
球
の

無
駄
遣
い
。」
と
指
摘
し
た
。 

吉
田
氏
は
、
専
門
で
あ
る
星

空
、
宇
宙
の
話
題
に
も
触
れ
な
が

ら
説
明
し
、
「
二
酸
化
炭
素
は
い

ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
含
ま
れ
て

い
る
。
意
外
な
地
球
温
暖
化
対
策

が
あ
る
は
ず
」
と
述
べ
た
。 

参
加
者
は
、
日
常
生
活
で
で
き

る
省
エ
ネ
、
消
費
の
節
約
、
ご
み

の
リ
サ
イ
ク
ル
と
い
っ
た
二
酸

化
炭
素
を
減
ら
す
日
頃
か
ら
の

行
動
な
ど
、
地
球
温
暖
化
を
考
え

る
機
会
と
し
た
。 

▼
道
路
・
街
路
な
ど
の
人
工
照

明
が
住
居
内
に
強
く
差
し
込
む

と
居
住
者
の
安
眠
・
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
な
ど
に
影
響
。
▼
野
生
生
物
が

光
に
寄
っ
て
き
た
り
、
光
を
嫌
が

っ
て
逃
げ
る
。
夜
行
性
生
物
な
ど

の
住
処
に
影
響
。
▼
ド
ラ
イ
バ
ー

が
眩
し
さ
で
歩
行
者
や
周
囲
が

見
え
に
く
い
、
信
号
や
標
識
へ
の

気
づ
き
が
遅
く
な
る
。
▼
街
路
樹

等
植
物
や
農
作
物
は
光
の
影
響

を
受
け
る
も
の
も
あ
り
、
出
穂
・

落
ち
葉
の
遅
れ
、
開
花
の
促
進
に

影
響
。
▼
人
工
照
明
か
ら
出
る
光

が
上
方
向
に
漏
れ
る
こ
と
で
星

が
見
え
に
く
く
、
天
文
台
観
察
に

影
響
。
▼
明
る
さ
を
競
う
過
剰
な

明
る
さ
や
不
必
要
な
方
向
に
漏

れ
た
光
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
浪
費

に
つ
な
が
る
。 

雇用の不安 

雇い止めの 

不安はあり 

ませんか？ 

連
合
は
、
一
九
八
九
年
の
結
成

以
来
、
全
国
各
地
で
様
々
な
エ
コ

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

一
一
月
三
日
、
青
年
委
員
会
は

｢

連
合
エ
コ
ラ
イ
フ2

1
｣

運
動
の

一
貫
と
し
て
フ
レ
ア
イ
ラ
ン
ド

尾
崎
岬
周
辺
の
清
掃
活
動
を
実

施
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

は
、
各
単
組
か
ら
三
一
名
が
参
加

し
、
作
業
終
了
後
に
は
Ｂ
Ｂ
Ｑ
交

流
会
で
親
睦
を
深
め
た
。 

朝
一
〇
時
に
集
合
し
て
打
合

せ
後
、
浜
辺
や
周
辺
道
路
、
尾
崎

神
社
方
面
の
四
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
散
策
路
な
ど
を
廻
っ
た
。

 

 

日時: 12 月 4 日（水） 

1８時 ~19時30分 

場所: シーパル大船渡 
     盛岡市議会 

       加藤麻衣 市議会議員 
加藤市議会議員は 25 歳で初当選。 

人権活動家。性的少数者（LGBT など）の団
体「いわてレインボーマーチ」代表を務めて
います。 

  別途、具体的にご案内します。 
 
 

 

日時: 11 月 2０日(水) 
1８時３０分 ~20 時 

場所: リアスホール（ﾏﾙﾁｽﾍﾟｰｽ） 
大船渡市政の動向把握、働く環境に影響する

政治の重要性を理解する機会です。 

多くの皆さんの参加をお願いします。 

震
災
か
ら
９
年
に
な
る
。
私
の

勤
め
て
い
る
中
学
校
の
生
徒
た

ち
も
そ
の
影
響
を
受
け
て
き
た
。

そ
の
時
間
の
中
で
「
自
分
た
ち
は

ど
う
あ
れ
ば
い
い
の
か
」
と
い
う

生
徒
た
ち
の
考
え
方
に
徐
々
に

変
化
が
見
ら
れ
る
。
特
に
こ
こ
数

年
、
大
き
く
変
わ
っ
た
よ
う
な
気

が
す
る
。
本
校
は
数
年
前
か
ら
統

合
の
話
が
持
ち
上
が
っ
て
お
り
、

去
年
、
正
式
に
他
校
と
の
統
合
が

決
ま
っ
て
そ
の
準
備
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。 

生
徒
た
ち
は｢

残
さ
れ
た
時
間

の
中
で
地
域
の
た
め
に
自
分
た

ち
は
何
が
で
き
る
か｣

｢

何
を
す

れ
ば
地
域
を
盛
り
上
げ
ら
れ
る

か｣
｢

自
分
は
ど
う
あ
れ
ば
良
い

の
か｣

具
体
的
に
考
え
実
践
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。 

こ
れ
ま
で 

も
郷
土
芸
能 

や
地
域
ボ
ラ 

ン
テ
ィ
ア
な 

ど
の
活
動
を 

積
極
的
に
行 

っ
て
、
復
興
が
進
む
こ
と
で
将
来

の
地
域
像
に
目
を
向
け
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。
生
徒
の
力
や
考

え
は
想
像
を
超
え
る
も
の
が
あ

る
。
テ
ー
マ
を
与
え
る
と
思
い
も

し
な
か
っ
た
内
容
を
考
え
、
創
造

力
を
広
げ
、
企
画
し
行
動
す
る
。

昨
年
度
は
、
自
分
た
ち
の
住
む
地

域
の
知
名
度
が
低
い
と
考
え
る

と
「
地
域
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら

お
う
」
を
目
標
に
長
期
休
業
を
利

用
し
て
調
査
活
動
を
行
い
、
北
上

で
地
域
の
特
色
を
発
表
す
る
活

動
を
展
開
、
今
年
度
は
地
域
の
産

業
を
広
め
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
修
学
旅
行
や
内
陸
で
の
物
品

販
売
を
行
っ
た
。 

ま
た
、
閉
校
を
迎
え
る
今
年
度

は
、
記
録
よ
り
も
記
憶
に
残
る
中

学
校
を
目
指
し
、
様
々
な
行
事
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
地
域

を
大
切
に
、
考
え
た
こ
と
を
実
践

で
き
る
生
徒
た
ち
の
今
後
の
成

長
が
楽
し
み
で
あ
る
。 

翼
・
Ｋ 

 

気
仙
地
協
は
、
岩
手
県
地
域
別

最
低
賃
金
が
二
八
円
引
き
上
げ

ら
れ
、
時
給
七
九
〇
円
で
一
〇
月

四
日
か
ら
改
正
発
効
さ
れ
る
こ

と
を
捉
え
て
、
一
〇
月
三
日
の
早

朝
、
幹
事
会
構
成
単
組
の
協
力
の

基
に
キ
ャ
ッ
セ
ン
大
船
渡
前
交

差
点
、
リ
ア
ス
ホ
ー
ル
前
交
差
点

で
周
知
ボ
ー
ド
や
幟
を
掲
げ
て

通
勤
車
両
に
最
賃
改
正
を
呼
び

か
け
た
。 

日
中
は
気
仙
一
円
を
廻
り
、
マ

イ
ヤ
営
業
本
部
前
や
ア
バ
ッ
セ

高
田
前
な
ど
で
東
堅
市
大
船
渡

市
議
ら
が
マ
イ
ク
を
持
ち
、
「
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
継
続

連
合
岩
手
は
、
一
〇
月
二
一
日

に
宮
古
市
、
二
五
日
に
釜
石
市
へ

台
風
一
九
号
の
被
災
地
に
各
地

協
事
務
局
長
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
派
遣
し
、
地
域
の
復
旧
に

寄
与
す
る
と
と
も
に
、
現
地
の
状

況
確
認
を
行
っ
た
。 

現
地
の
状
況
は
、
平
日
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
少
な
く
被
災
さ
れ

た
方
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
き
れ

て
い
な
い
こ
と
や
復
旧
に
は
時

間
が
か
か
る
こ
と
受
け
、
一
一
月

八
日
ま
で
の
期
間
を
定
め
、
六
回

に
わ
た
る
各
地
域
へ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
派
遣
を
募
集
し
た
。 

気
仙
地
協
か
ら
は
、
一
一
月
一

日
、
釜
石
の
唐
丹
地
区
に
三
栄
工

業
労
組
、
県
職
労
の
仲
間
が
駆
け

付
け
て
、
家
屋
周
辺
の
汚
泥
の
掻

き
出
し
、
庭
に
流
れ
込
ん
だ
土
石

流
の
運
び
出
し
作
業
を
行
っ
た
。 

平
日
に
も
係
ら
ず
ご
協
力
い

た
だ
き
、
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

的
に
賃
上
げ
し
や
す
い
環
境
整

備
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
労
使

共
通
の
認
識
で
あ
り
、
と
り
わ

け
、
最
低
賃
金
引
き
上
げ
に
伴
う

労
務
費
の
上
昇
分
や
消
費
増
税

の
影
響
を
取
引
対
価
へ
円
滑
に

転
嫁
す
る
な
ど
、
取
引
の
適
正
化

に
む
け
た
施
策
の
速
や
か
な
実

行
を
政
府
に
求
め
て
い
る
」
「
労

働
者
の
雇
用
環
境
の
向
上
や
、
地

域
に
明
る
い
展
望
が
感
じ
ら
れ

る
、
誰
も
が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
、

安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
求
め

る
」
「
最
賃
を
知
ら
な
か
っ
た
、

改
正
金
額
を
知
ら
な
か
っ
た
」
な

ど
の
理
由
に
よ
り
、
最
低
賃
金
が

守
ら
れ
な
い
こ
と
の
な
い
よ
う

最
低
賃
金
の
現
状
や
労
働
環
境

の
改
善
な
ど
を
訴
え
た
。 

四-

五
日
に
は
、
「
な
ん
で
も

労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
開
設
。 

地
域
別
最
低
賃
金
額
は
、
正
社

員
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
問

わ
ず
、
県
内
の
事
業
場
で
働
く
全

て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
。 

な
お
、
一
二
月
二
八
日
か
ら

は
、
産
業
別
最
低
賃
金
が
改
正
さ

れ
て
、
鉄
鋼
業
、
光
学
機
械
器
具
、

電
子
部
品
、
自
動
車
小
売
業
な
ど

で
働
く
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
。 

 

<対象取引> 

ふれ愛預金、定期預金の(新規 5 万円以上の預け入れ

or 増額)、マイプラン新規ご契約、無担保ローン(マイ

カー、住宅、教育、フリーローン)いずれか新規契約。 

※ 詳細は担当者に問合せ下さい。 

東北労金は、資産形成のお手伝いをさせてい
ただくために、年末一時金支給に合わせて、 

｢ウインターキャンペー
ン｣を実施します。 

2019 年 
11.1～12.31 

【景品について】 
対象者全員プレゼン

トの景品には、労金ステ
ッカーを添付してお渡
しいたしますが、東北労
金ではステッカーの添
付作業を福祉施設へお
てられています。 

しします。東北労金はステッカーの添付作業を
福祉施設へお願いすることで障がいのある方の
自立支援と就労の機会の提供を行っています。 

東北ろうきんは、「人々が喜びをもって共生す
る社会の実現に寄与する」と定めた「ろうきん
理念」の具現化をめざしています。 

 

 


